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仏
典
の
伝
統
的
研
究
と
原
典
研
究 

―
―

西

村

実

則

奈
良
時
代
以
来
、
各
宗
派
で
仏
教
の
基
礎
学
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
大
き
な
ジ
ャ
ン
ル
に
倶
舎
、
唯
識
が
あ
り
、
こ
の
二
つ
を

総
称
し
て
「
性
相
学
」
と
呼
ぶ
。
も
っ
と
も
基
礎
学
と
は
い
え
、
仏
教
の
心
理
分
析
、
人
と
し
て
の
行
為
と
そ
の
結
果
、
輪
廻
、
世
界
観

な
ど
、
い
わ
ば
仏
教
の
根
幹
に
関
わ
る
分
野
で
あ
り
、
し
か
も
難
解
で
高
度
な
思
想
分
野
で
も
あ
る
。
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
文
字

通
り
こ
の
学
問
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
の
は
法
隆
寺
に
い
た
佐
伯
定
胤
（
一
八
六
七
―
一
九
五
二
）
で
あ
る
。

こ
の
時
代
は
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
仏
典
を
原
典
か
ら
読
む
研
究
方
法
の
存
在
を
知
っ
た
日
本
が
当
地
に
留
学
生
を
送
り
始
め
、
そ
う

し
た
留
学
生
が
帰
国
し
て
原
典
に
も
と
づ
く
仏
教
研
究
を
移
植
し
つ
つ
あ
る
時
代
で
あ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
代
に
定
胤
は
漢
文
資
料

に
基
づ
く
伝
統
的
な
倶
舎
、
唯
識
の
研
鑚
に
生
涯
を
捧
げ
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
定
胤
の
略
歴
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）、
法
隆
寺
村
に
生
ま
れ
る
。
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）、
十
一
歳
、
千
早
定
朝
に
就
い
て
得
度
。
明
治
十
七
年

（
一
八
八
四
）
か
ら
同
二
十
三
年
ま
で
の
計
七
年
間
、
泉
涌
寺
の
佐
伯
旭
雅
に
師
事
し
、
性
相
学
を
学
ぶ
。
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）

一
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に
二
十
四
歳
で
『
法
相
宗
綱
要
』
を
著
す
。
こ
の
書
は
島
地
黙
雷
等
の
編
集
に
よ
る
十
二
宗
派
の
う
ち
、
法
相
宗
を
担
当
し
て
ま
と
め
た

も
の
。
明
治
二
十
六
年
、
法
隆
寺
勧
学
院
開
設
と
同
時
に
院
長
就
任
。
明
治
三
十
四
年
、
薬
師
寺
住
職
。
同
三
十
五
年
（
一
九
〇
三
）、

法
相
宗
管
長
。
三
十
六
年
、
法
隆
寺
住
職
就
任
。
大
正
十
五
年
、
東
大
講
師
、
講
題
「
唯
識
三
類
境
（
認
識
の
対
象
を
そ
の
性
質
に
よ
っ

て
三
種
に
わ
け
た
も
の
）」、
昭
和
九
年
、
京
都
大
学
講
師
、
講
題
「
唯
識
学
に
お
け
る
文
義
（
私
注
、
表
現
と
内
容
）
聚
集
の
過
程
」。

昭
和
四
年
、
帝
国
学
士
院
会
員
。

著
書
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

『
無
垢
淨
光
大
陀
羅
尼
経
訓
点
和
解
』

『
唯
識
三
類
境
義
本
質
私
記
』（
こ
れ
は
東
大
で
の
講
義
を
ま
と
め
た
も
の
）

法
隆
寺
は
寺
伝
で
は
聖
徳
太
子
が
創
建
し
た
と
す
る
（
日
本
古
代
学
の
梅
原
猛
は
『
隠
さ
れ
た
十
字
架
―
―
法
隆
寺
論
―
―
』
で
太
子

の
霊
を
鎮
魂
し
た
寺
と
す
る
）
た
め
、
聖
徳
太
子
撰
述
の
『
法
華
経
義
疏
』『
勝
鬘
経
義
疏
』『
維
摩
経
義
疏
』
と
の
ち
に
い
う
「
三
経
義

疏
」
を
最
も
重
視
す
る
。
そ
の
点
か
ら
『
勝
鬘
経
』
を
書
き
下
し
た
の
が
次
の
も
の
で
あ
る
。

『
勝
鬘
経
和
訳
』

『
勝
鬘
経
抄
』

『
勝
鬘
経
講
讃
』

む
ろ
ん
聖
徳
太
子
の
生
涯
、
思
想
に
関
す
る
概
説
書
も
著
し
た
。

『
推
古
天
皇
と
玉
虫
厨
子
』

『
聖
徳
皇
太
子
』

『
法
華
経
義
科
』

『
聖
徳
太
子
の
憲
法
』

『
十
七
條
憲
法
と
大
乗
仏
教
』

二
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次
の
二
つ
は
定
胤
自
身
が
太
子
撰
の
テ
キ
ス
ト
を
校
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
昭
和
会
本
維
摩
経
義
疏
』

『
昭
和
会
本
法
華
経
義
疏
』

定
胤
自
身
は
『
論
語
』
に
あ
る
「
述
べ
て
作
ら
ず
、
信
じ
て
古
え
を
好
む
」
と
い
う
立
場
を
と
っ
た
。
新
説
は
立
て
な
い
と
い
う
主
義

で
あ
る
が
、
数
多
く
の
著
作
を
残
し
て
い
る
（
大
田
信
隆
『
ま
ほ
ろ
ば
の
僧
―
―
法
隆
寺
佐
伯
定
胤
―
―
』）。

佐
伯
定
胤
の
師
佐
伯
旭
雅

定
胤
の
学
問
上
の
師
は
佐
伯
旭
雅
（
一
八
二
八
―
一
八
九
一
）
で
あ
る
。
姓
は
同
じ
で
あ
る
が
、
血
の
つ
な
が
り
は
な
い
。
定
胤
は
法

隆
寺
村
生
ま
れ
、
旭
雅
は
讃
岐
（
香
川
県
）
の
人
。
旭
雅
は
『
倶
舎
論
』
の
研
究
書
『
倶
舎
論
名
所
雑
記
』
明
治
二
十
年
、
六
巻
）
を
著

し
た
。
こ
の
書
は
『
倶
舎
論
』
の
主
要
な
問
題
を
と
り
上
げ
た
も
の
で
、
自
身
、

「
名
高
キ
名
所
ハ
十
六
ナ
レ
ド
、
一
部
始
終
ガ
六
ツ
カ
シ
イ
、
三
度
四
度
マ
デ
聞
テ
モ
見
ヤ
レ
、
ソ
レ
デ
解
セ
ズ
バ
止
メ
ヤ
ン
セ
」

と
ま
で
い
っ
て
い
る
。
旭
雅
に
は
倶
舎
に
関
し
そ
の
ほ
か
、
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）、『
倶
舎
論
聞
書
』
一
巻
、
明
治
一
七
年
、『
倶

舎
論
古
草
』、
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）、『
冠
導
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
三
十
巻
、
同
年
、『
倶
舎
論
名
所
戯
言
』
一
巻
、
明
治
二
九
年

（
一
八
九
四
）、『
倶
舎
論
分
科
』
三
巻
、『
校
訂
（
倶
舎
論
』
光
記
』『
校
訂
宝
疏
』
そ
れ
ぞ
れ
三
十
巻
が
あ
る
。
旭
雅
は
、
の
ち
に
南
北

朝
以
来
の
歴
代
天
皇
を
祀
る
泉
涌
寺
の
住
職
と
な
っ
た
。
そ
の
学
風
は
中
国
で
『
倶
舎
論
』
を
注
釈
し
た
普
光
の
学
説
を
重
視
す
る
点
に

特
色
が
あ
る
。
真
言
宗
で
は
伝
統
的
に
密
教
の
学
問
と
と
も
に
性
相
学
が
盛
ん
で
あ
る
。
豊
山
派
の
寺
と
し
て
長
谷
寺
、
智
山
派
で
は
智

積
院
、
そ
れ
に
対
し
、
泉
涌
寺
は
「
泉
山
」
と
呼
ば
れ
、
旭
雅
は
こ
の
学
流
を
築
き
あ
げ
た
人
物
と
い
っ
て
い
い
。「
学
問
を
す
る
も
の

は
ひ
と
時
た
り
と
も
ゆ
る
が
せ
に
し
て
は
な
ら
な
い
」
が
口
ぐ
せ
で
あ
っ
た
。

三
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こ
の
旭
雅
に
師
事
し
た
者
は
き
わ
め
て
多
い
。
た
と
え
ば
大
西
良
慶
（
の
ち
の
清
水
寺
）、佐
伯
良
謙
、板
橋
良
玄
（
の
ち
興
福
寺
住
職
）、

浄
土
宗
で
も
黒
田
真
洞
、
勤
息
義
成
、
大
鹿
愍
成
な
ど
が
い
て
、
い
ず
れ
も
学
的
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
人
た
ち
で
あ
る
。

仏
教
史
上
に
お
け
る
性
相
学

江
戸
時
代
末
期
、
性
相
学
の
一
つ
の
伝
統
は
「
初
瀬
」
つ
ま
り
奈
良
の
長
谷
寺
に
あ
っ
た
。
こ
の
流
派
に
林
常
快
道
（
一
七
五
一
―

一
八
一
〇
）
が
い
た
（
快
道
は
の
ち
に
江
戸
の
根
生
院
に
住
ん
だ
）。
そ
の
学
風
は
主
と
し
て
倶
舎
の
注
釈
書
を
著
し
た
中
国
の
法
宝
の

系
統
で
あ
る
。

快
道
の
学
問
的
特
色
の
一
つ
は
そ
の
著『
倶
舎
論
法
義
』に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、『
倶
舎
論
』の
第
九
章「
破
我
品
」は
当
初
か
ら
存
在
せ
ず
、

そ
の
後
に
付
加
さ
れ
た
も
の
と
主
張
し
た
点
で
あ
る
（
加
藤
純
章
「
快
道
師
の
破
我
別
論
説
」）。
た
し
か
に
『
倶
舎
論
』
の
前
八
章
ま
で

に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
内
容
を
要
約
し
た
詩
（
偈
）
が
存
在
し
、第
八
章
の
末
尾
に
結
び
の
言
葉
が
あ
っ
て
第
九
章
だ
け
に
偈
は
存
在
し
な
い
。

も
っ
と
も
快
道
が
提
起
し
た
こ
の
問
題
は
、
一
九
六
七
年
に
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
『
倶
舎
論
』
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・
テ
キ
ス
ト
が
出
土
し
、

そ
れ
は
全
九
章
そ
ろ
っ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
氷
解
し
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
漢
文
資
料
だ
け
し
か
な
い
当
時
、
こ
う
し
た
問

題
が
提
起
さ
れ
た
こ
と
自
体
、
す
で
に
快
道
が
訓
詁
的
、
護
教
的
立
場
か
ら
で
な
く
、
科
学
的
、
批
判
的
立
場
か
ら
仏
典
研
究
を
し
た
と

い
う
点
で
画
期
的
で
あ
っ
た
。

快
道
以
後
、
性
相
学
の
伝
統
は
佐
伯
旭
雅
の
い
た
「
泉
山
」
つ
ま
り
泉
涌
寺
に
も
伝
わ
り
、
そ
の
学
風
を
継
承
し
た
の
が
佐
伯
定
胤
で

あ
る
。
倶
舎
・
唯
識
の
学
問
が
基
礎
学
で
あ
る
以
上
、
各
宗
で
学
習
さ
れ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
極
楽
往
生
と
念
仏
の
教

え
を
説
く
浄
土
宗
、
浄
土
真
宗
で
あ
ろ
う
と
変
わ
り
は
な
い
。
真
宗
本
願
寺
派
を
例
に
と
る
と
、
徳
川
時
代
以
降
、
夏
安
居
（
夏
の
僧
侶

研
修
）
で
講
義
さ
れ
た
も
の
に
『
倶
舎
論
』、『
七
十
五
法
名
目
』、『
法
宗
源
』、『
入
阿
毘
達
磨
論
』、『
五
事
毘
婆
沙
論
』、『
倶
舎
論
頌
疏
』、『
異

四
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部
宗
輪
論
』
が
あ
る
（
福
原
亮
厳
「
日
本
の
倶
舎
学
者
」）。
い
ず
れ
の
テ
キ
ス
ト
も
『
倶
舎
論
』
の
成
立
前
後
、
も
し
く
は
そ
の
要
略
書

で
あ
る
。定

胤
の
学
問
と
弟
子

定
胤
は
京
都
東
山
に
い
た
旭
雅
に
入
門
し
、
そ
こ
で
倶
舎
、
唯
識
を
学
ん
だ
。
こ
の
時
、
旭
雅
、
五
十
七
歳
、
定
胤
、
十
八
歳
。
明
治

二
十
年
、
旭
雅
が
倶
舎
を
講
じ
る
た
め
に
高
野
山
に
赴
い
た
際
に
は
定
胤
も
一
緒
に
登
山
し
た
。
明
治
二
十
四
年
、
定
胤
二
十
五
歳
の
時
、

旭
雅
は
六
十
四
歳
で
遷
化
し
た
。
そ
の
あ
と
を
承
け
て
定
胤
は
泉
涌
寺
で
倶
舎
、
清
水
寺
で
唯
識
の
「
百
法
問
答
抄
」
を
講
じ
た
。
そ
の

後
、
興
福
寺
に
移
り
、
最
後
は
法
隆
寺
に
戻
っ
た
（
富
貴
原
章
信
「
佐
伯
定
胤
老
師
―
―
法
隆
寺
の
故
和
上
を
偲
ん
で
―
―
」）。

定
胤
の
講
義
内
容
は
、
聖
徳
太
子
作
の
三
経
義
疏
、
そ
れ
に
倶
舎
、
唯
識
を
主
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
定
胤
は
唯
識
論
書
の
な
か
で

古
来
、
重
視
さ
れ
た
『
成
唯
識
論
』、
そ
の
ほ
か
玄
奘
の
『
唯
識
述
記
』、
慈
恩
大
師
基
の
『
唯
識
枢
要
』（
こ
れ
は
語
義
の
説
明
で
な
く
、

問
題
点
を
指
摘
し
た
も
の
）、
さ
ら
に
西
明
寺
円
測
の
疏
、
そ
の
弟
子
道
証
の
唯
識
論
要
集
、
同
慧
観
疏
、
同
玄
範
疏
な
ど
い
わ
ゆ
る
唯

識
に
関
す
る
六
家
と
呼
ば
れ
る
人
び
と
の
注
釈
書
な
ど
を
扱
っ
た
（
富
貴
原
章
信
、
同
）

定
胤
の
弟
子
た
ち
も
そ
の
後
、
多
方
面
で
活
躍
し
た
。
佛
教
大
学
学
長
か
ら
知
恩
院
門
跡
と
な
っ
た
高
畠
寛
我
、
同
じ
く
知
恩
院
門
跡

と
な
っ
た
岸
信
宏
、
駒
沢
大
学
学
長
保
坂
玉
泉
、
高
野
山
大
学
学
長
中
川
善
教
、
大
谷
大
学
の
富
貴
原
章
信
、
真
宗
木
辺
派
管
長
木
辺
孝

慈
、
東
大
寺
長
老
鷲
尾
隆
慶
、
曹
洞
宗
の
沢
木
興
道
ら
で
あ
り
、
仏
教
界
、
仏
教
学
界
を
大
き
く
牽
引
し
た
。

法
隆
寺
勧
学
院
に
は
こ
の
よ
う
に
各
宗
か
ら
多
く
の
僧
侶
が
学
び
に
来
て
い
た
た
め
、
当
時
、
法
隆
寺
山
内
に
あ
る
塔
中
寺
院
が
寮
に

充
て
ら
れ
た
。
曹
洞
宗
は
弥
勒
院
、
浄
土
宗
は
普
門
院
、
真
宗
は
宝
珠
院
、
真
言
宗
は
宗
源
院
、
臨
済
宗
は
実
相
院
な
ど
と
い
う
具
合
で

あ
る
。
そ
の
ほ
か
融
通
念
仏
宗
、
黄
檗
宗
、
日
蓮
宗
、
と
り
わ
け
大
正
大
学
か
ら
は
多
い
時
に
は
十
人
く
ら
い
た
と
い
う
。
定
胤
の
弟
子

五
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の
一
人
、
真
宗
高
田
派
の
生
桑
完
明
が
「
さ
ま
ざ
ま
の
袈
裟
を
か
け
た
る
十
三
宗
学
侶
も
ろ
と
も
師
主
の
子
の
ご
と
」（
生
桑
完
明
「
法

隆
寺
ゆ
め
う
つ
つ
」）
と
詠
ん
だ
よ
う
に
、宗
派
毎
に
異
な
る
袈
裟
を
か
け
る
も
の
の
、皆
、定
胤
の
子
の
ご
と
く
で
あ
る
と
伝
え
て
い
る
。

勧
学
院
は
い
ま
で
い
う
大
学
院
に
相
当
し
、
開
設
以
来
、
約
三
百
人
が
学
ん
だ
と
い
う
。

法
相
宗
か
ら
聖
徳
宗
へ

法
隆
寺
は
聖
徳
太
子
が
建
立
し
た
と
さ
れ
る
た
め
、
聖
徳
太
子
の
著
し
た
三
経
義
疏
を
教
学
の
柱
と
す
る
。
と
は
い
え
法
隆
寺
は
創
建

当
初
か
ら
仏
教
全
体
の
学
問
道
場
と
し
て
の
性
格
が
濃
く
、
奈
良
時
代
の
当
初
か
ら
「
法
隆
学
問
寺
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
（『
資
材
帳
』、

間
中
定
潤
「
法
相
宗
か
ら
聖
徳
宗
へ
―
―
法
隆
寺
佐
伯
定
胤
長
老
の
決
断
―
―
」）。
聖
徳
太
子
を
祀
り
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
仏
教
の
学
問

を
学
ぶ
道
場
と
い
う
の
が
当
初
の
姿
で
あ
っ
た
。
定
胤
は
そ
こ
に
お
い
て
三
経
義
疏
と
倶
舎
、唯
識
と
の
双
方
を
講
じ
続
け
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
定
胤
は
看
過
し
得
な
い
大
き
な
問
題
に
遭
遇
し
た
。
唯
識
の
教
え
で
は
「
五
姓
各
別
」
つ
ま
り
救
わ
れ
な
い
人
が
あ
る
と
説
く
。

も
っ
と
も
定
胤
は
直
接
触
れ
な
い
が
、『
倶
舎
論
』
が
成
立
す
る
前
に
存
在
し
た
『
大
毘
婆
沙
論
』
に
も
、

諸
の
達
絮
、
及
び
篾
戻
車
人
の
如
き
は
亦
、
正
性
離
生
に
入
る
こ
と
能
わ
ざ
る
も
、
而
も
悪
趣
の
所
摂
に
は
非
ざ
る
が
如
し
。（『
大

毘
婆
沙
論
』
大
正
蔵
二
七
、八
六
八
頁
下
）

と
、
奴
隷
、
異
民
族
は
さ
と
り
の
世
界
に
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
。
ま
た
大
乗
仏
教
で
も
『
八
千
頌
般
若
経
』
に
は
、

菩
薩
大
士
は
辺
境
の
国
々
に
生
ま
れ
ず
、
チ
ャ
ン
ダ
ー
ラ
（
旃
陀
羅
）
の
家
に
生
ま
れ
ず
、
鳥
刺
し
の
家
に
生
ま
れ
ず
、
猟
師
の
部

族
や
漁
師
や
屠
殺
人
の
家
に
生
ま
れ
ず
、
他
の
似
た
り
よ
っ
た
り
の
低
い
階
級
や
卑
し
い
生
業
に
従
事
し
て
い
る
も
の
の
家
に
生
ま

れ
る
こ
と
も
な
い
の
で
あ
る
（
梶
山
雄
一
訳
）

と
、
菩
薩
に
な
れ
な
い
職
業
、
階
級
と
い
う
も
の
が
あ
る
、
つ
ま
り
そ
れ
ら
を
蔑
視
す
る
精
神
が
看
取
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
救
わ
れ
な
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い
人
び
と
が
い
る
と
す
る
考
え
方
は
唯
識
以
外
に
も
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
も
か
く
定
胤
は
唯
識
の
「
五
姓
各
別
」
説
は
す
べ
て
の
人
び
と
の
救
い
を
説
く
聖
徳
太
子
の
教
え
と
は
相
入
れ
な
い
と
解
し
、
太
子

を
祀
る
の
が
法
隆
寺
の
法
隆
寺
た
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
と
し
、
太
子
の
『
法
華
経
』『
勝
鬘
経
』『
勝
鬘
経
』
の
三
経
の
教
え
を
採
り
、
そ
れ

ま
で
の
「
法
相
宗
」
の
看
板
を
降
ろ
し
聖
徳
太
子
の
名
を
採
っ
て
「
聖
徳
宗
」
と
改
名
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
時
、
同
じ
法
相
宗
を

名
乗
る
清
水
寺
、
興
福
寺
に
と
っ
て
は
青
天
の
霹
靂
で
あ
っ
た
。

人
と
な
り

生
涯
独
身
で
あ
っ
た
定
胤
は
出
家
後
、
菜
食
主
義
を
通
し
た
。
あ
る
時
、
三
河
蒲
郡
の
海
辺
に
一
宿
し
た
際
、
当
地
で
は
シ
ジ
ミ
汁
を

朝
の
食
卓
で
飲
む
の
が
当
地
の
習
慣
で
あ
っ
た
た
め
、
貝
は
魚
で
な
い
か
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
と
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
定
胤

は
そ
れ
を
飲
ま
な
か
っ
た
た
め
、
周
り
の
者
が
ダ
シ
な
し
の
菜
っ
葉
の
味
噌
汁
と
配
慮
し
た
り
、
あ
る
い
は
ラ
ッ
キ
ョ
漬
（
イ
ン
ド
の
出

家
に
と
っ
て
匂
い
、
精
力
剤
の
点
で
禁
止
さ
れ
た
）
が
出
た
際
、
そ
れ
も
さ
っ
そ
く
取
り
除
い
た
と
い
う
（
生
桑
完
明
『
高
田
と
班
鳩
』）。

生
涯
、
独
身
で
あ
っ
た
か
ら
、
自
炊
が
多
か
っ
た
。
あ
る
日
弟
子
の
一
人
（
生
桑
完
明
）
が
弁
当
持
参
で
訪
問
し
た
。

「
私
（
生
桑
）
は
お
昼
前
に
お
う
か
が
い
し
た
。
も
ち
ろ
ん
弁
当
を
携
帯
し
、
時
間
が
き
た
ら
ひ
ら
か
せ
て
も
ら
う
心
算
で
あ
っ
た
。

私
が
部
屋
へ
う
か
ご
う
と
、
じ
き
に
長
老
は
立
っ
て
用
達
に
ゆ
か
れ
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
戻
ら
れ
て
四
方
山
の
は
な
し
に
楽
し
い

時
を
恵
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
西
円
堂
の
鐘
が
十
二
時
を
報
じ
た
。
そ
こ
で
「
一
寸
失
礼
し
て
、
弁
当
を
い
た
だ
き
ま
す
」
と

い
う
と
「
い
や
い
や
、
も
う
御
飯
が
に
え
て
お
ろ
う
。
さ
き
に
こ
ん
ろ
へ
か
け
て
き
た
の
さ
。
ち
ょ
う
ど
ご
ち
そ
う
と
か
け
か
え
て

く
る
か
ら
」
と
お
立
ち
に
な
っ
た
。

門
下
の
来
訪
を
う
け
て
、
ひ
そ
か
に
米
を
か
し
、
こ
ん
ろ
に
火
を
お
こ
し
て
鍋
を
か
け
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
長
老
の
姿
を
想
像
し
て
、

七
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勿
体
な
さ
に
む
ね
一
ぱ
い
で
あ
る
。
お
ほ
え
ず
ハ
ン
カ
チ
は
目
を
お
お
う
て
い
た
。
や
が
て
お
手
づ
く
り
の
御
馳
走
を
い
た
だ
い
た

「
百
味
の
飲
食
」
と
は
、
こ
う
し
た
ま
ご
こ
ろ
の
こ
も
っ
た
も
の
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
私
は
涙
な
が
ら
に
舌
鼓
を
う
っ
た
。
長
老

が
御
自
炊
の
ご
ち
そ
う
に
満
腹
し
た
」（
生
桑
完
明
「
定
胤
長
老
の
印
象
」）。

こ
の
一
節
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
定
胤
は
き
わ
め
て
清
貧
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
仏
教
で
説
く
無
所
有
、
少
欲
知
足
の
精
神
を
実
践

し
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
定
胤
は
訥
弁
を
自
認
し
て
い
た
。

「
咄
弁
と
自
認
し
た
長
老
は
、
い
つ
の
ま
に
か
咄
弁
の
雄
弁
と
な
り
、
真
実
あ
ふ
れ
る
温
情
の
こ
も
っ
た
大
声
の
説
法
は
、
教
主
の

獅
子
吼
さ
な
が
ら
で
あ
り
、
聴
衆
を
魅
了
す
る
不
思
議
な
力
を
も
っ
て
い
た
。」（
生
桑
完
明
「
定
胤
老
師
の
足
跡
」）。

定
胤
の
話
し
こ
と
ば
は
生
ま
れ
故
郷
の
大
和
弁
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
一
般
向
け
の
講
演
で
の
口
吻
が
次
の
よ
う
に
伝
わ
っ
て
い
る
。

「
お
た
が
い
の
心
は
、
も
と
も
と
は
、
き
れ
い
な
も
の
や
が
、
迷
い
の
雲
に
お
お
わ
れ
る
た
め
に
、
仏
の
光
が
わ
か
ら
ん
の
や
。
悪

に
染
ま
っ
た
ら
、
な
か
な
か
ぬ
け
ら
れ
ん
の
や
ぞ
。
し
か
し
、
仏
の
教
え
を
聞
い
て
い
る
と
、
大
き
な
力
に
導
か
れ
て
、
つ
い
に
涅

槃
の
さ
と
り
が
得
ら
れ
る
の
や
。
よ
ろ
し
い
か
…
…
聖
徳
太
子
さ
ま
は
こ
の
こ
と
を
、
つ
い
に
大
明
（
だ
い
み
ょ
う
）
を
得
る
、
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
。」（
大
田
信
隆
『
ま
ほ
ろ
ば
の
僧
』）

五
重
塔
の
修
復
が
終
わ
っ
た
際
に
は
、
次
の
よ
う
な
感
嘆
の
言
葉
を
発
し
た
。「
あ
あ
、
で
き
た
、
で
き
た
、
あ
ん
じ
ょ
う
（
立
派
に
）

で
き
た
。
よ
う
し
て
く
れ
た
…
…
」。

定
胤
の
人
柄
の
一
面
を
伝
え
る
逸
話
と
し
て
、
浄
土
宗
僧
侶
が
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
六
字
名
号
を
書
い
て
ほ
し
い
と
依
頼
す
る
こ
と

が
あ
っ
た
。
一
般
に
書
に
は
署
名
す
る
の
が
常
だ
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
定
胤
は
い
う
、「
バ
カ
や
な
あ
お
前
は
。
名
号
は
拝
む
も
の
や
。

人
が
拝
む
も
の
に
僧
侶
と
い
え
ど
も
、
名
は
書
か
ぬ
も
の
や
。
覚
え
て
お
け
よ
」（
大
田
信
隆
、
前
掲
書
）。

短
身
痩
駆
の
定
胤
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
声
に
は
底
力
が
あ
っ
た
と
い
う
。
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渡
辺
海
旭

浄
土
宗
留
学
生
と
し
て
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、
仏
典
を
原
典
か
ら
研
究
す
る
方
法
を
学
ん
だ
学
僧
の
一
人
に
渡
辺
海
旭
（
一
八
七
二
―

一
九
三
三
）
が
い
る
。
こ
の
海
旭
は
留
学
前
の
一
八
九
七
年
（
明
治
三
十
年
）
に
、「
奮
っ
て
聖
典
原
文
に
従
事
せ
よ
」
と
題
す
る
論
説

を
発
表
し
て
い
る
。『
法
華
経
』『
無
量
寿
経
』
と
い
う
天
台
宗
、
日
蓮
宗
、
浄
土
宗
、
浄
土
真
宗
な
ど
の
各
宗
派
で
重
視
す
る
仏
典
の
原

本
が
相
次
い
で
ネ
パ
ー
ル
な
ど
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
渡
辺
海
旭
は
い
う
、

眼
を
放
っ
て
世
界
の
学
者
が
如
何
に
仏
典
原
文
の
討
究
の
其
全
力
を
傾
け
し
や
を
思
へ
、
浄
土
の
宝
典
原
文
は
マ
ク
ス
ミ
ュ
ラ
ー
の

手
を
着
く
る
所
と
な
り
、
法
華
経
は
ビ
ュ
ル
ヌ
ー
フ
、
ケ
ル
ン
等
の
効
果
を
収
む
る
所
と
な
り
、
巴
理
の
本
生
経
及
律
蔵
は
、
デ
ヴ
ィ

ツ
ト
、フ
ウ
ス
ベ
ル
等
之
が
先
鞭
を
着
け
、西
蔵
も
尼
波
爾
の
暹
羅
も
緬
旬
（
？
）
も
大
抵
欧
人
の
研
究
す
る
所
と
な
り
了
れ
り
（『
壺

月
全
集
』
下
）。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
研
究
動
向
を
踏
ま
え
、
わ
が
国
の
仏
教
徒
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

古
来
羅
什
玄
奘
等
の
偉
蹟
を
思
ひ
て
今
代
仏
徒
の
為
す
な
き
を
思
ふ
に
憤
慨
に
勝
へ
ざ
る
も
の
存
す
る
な
り
、
吾
人
仏
徒
た
る
も
の

何
ぞ
此
間
に
立
ち
て
大
に
奮
は
ざ
る
を
得
む
や
、
嗚
呼
聖
典
原
文
の
討
究
は
実
に
仏
徒
の
至
大
責
任
な
り
。（
同
）

渡
辺
は
こ
の
よ
う
に
意
気
軒
高
で
あ
っ
た
。
経
典
以
外
に
も
唯
識
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・
テ
キ
ス
ト
、『
唯
識
二
十
論
』『
唯
識
三
十
頌
』

が
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
レ
ヴ
ィ
（
一
八
六
三
―
一
九
三
五
）
に
よ
っ
て
一
八
九
八
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
ネ
パ
ー
ル
旅
行
で
当

地
の
宮
殿
で
発
見
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
定
胤
は
渡
辺
海
旭
よ
り
五
歳
年
上
、
渡
辺
の
前
に
も
う
一
人
ド
イ
ツ
に
留
学
し

た
荻
原
雲
来
よ
り
二
歳
年
上
で
あ
っ
た
。

荻
原
雲
来
も
自
身
の
洋
行
前
に
次
の
よ
う
に
い
う
。

其
研
究
の
方
た
る
や
少
数
な
る
耶
蘇
宣
教
師
を
除
い
て
は
皆
宗
派
的
偏
見
を
離
れ
、
博
覧
篤
学
著
名
の
学
匠
に
し
て
唯
だ
人
類
知
識

の
為
の
之
を
研
究
し
、
畢
生
の
能
力
を
尽
瘁
す
る
な
り
。
故
に
其
研
究
の
結
果
は
頗
る
依
信
す
べ
き
の
價
あ
り
。
彼
に
謬
あ
ら
ば
我

九
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彼
に
教
ゆ
べ
し
、
我
に
謬
あ
ら
ば
彼
に
依
る
べ
し
、
何
ぞ
洋
の
東
西
と
時
の
前
後
と
を
問
は
ん
。
而
し
て
仏
教
歴
史
は
其
教
理
を
除

い
て
は
彼
に
取
る
べ
き
も
の
甚
だ
多
く
、
我
の
教
ゆ
べ
き
も
の
甚
だ
少
な
し
、
彼
等
は
実
に
学
問
の
忠
な
る
も
の
と
云
べ
し
。
彼
等

の
足
跡
は
東
洋
各
国
之
な
き
は
な
し
。
現
に
倶
舎
論
研
究
の
目
的
を
以
て
遠
く
我
国
来
遊
中
の
モ
シ
ュ
ウ
、
レ
ヴ
ィ
ー
の
如
き
其
一

人
な
り
。
蝸
牛
角
上
兄
弟
相
鬩
ぐ
の
仏
子
、
煩
瑣
哲
学
に
恋
恋
た
る
の
法
孫
、
起
つ
て
世
界
の
知
識
に
寄
与
し
、
世
界
の
幸
福
を
助

長
す
る
の
勇
気
な
き
か
（「
印
度
仏
教
史
綱
要
」）。

荻
原
も
ま
た
わ
が
国
の
仏
教
学
者
は
西
洋
の
学
者
と
論
戦
す
べ
き
「
勇
気
」
を
持
て
と
、
や
は
り
勇
ま
し
か
っ
た
。

大
正
十
三
年
の
夏
、
定
胤
は
外
務
省
対
支
文
化
事
務
局
嘱
託
と
し
て
中
国
、
廬
山
で
開
催
さ
れ
た
世
界
仏
教
大
会
に
招
か
れ
た
。
同
行

し
た
の
は
当
時
東
大
教
授
で
あ
っ
た
木
村
泰
賢
、西
本
願
寺
の
学
僧
島
地
大
等
、薬
師
寺
の
橋
本
凝
胤
ら
で
あ
る
。
木
村
は
ど
の
本
の
ペ
ー

ジ
に
も
刻
み
タ
バ
コ
の
粉
が
こ
ぼ
れ
る
ほ
ど
の
愛
煙
家
で
あ
り
、島
地
も
部
屋
の
中
で
顔
が
見
え
な
く
な
る
ほ
ど
の
ヘ
ビ
ー
・
ス
モ
ー
カ
ー

で
あ
っ
た
。
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
定
胤
に
と
っ
て
は
迷
惑
千
万
で
あ
っ
た
ら
し
い
（
大
田
信
隆
、
前
掲
書
）。

さ
て
、
渡
辺
海
旭
は
定
胤
が
中
国
か
ら
帰
朝
し
た
際
、
定
胤
に
次
の
よ
う
な
詩
を
贈
っ
て
い
る
。

迎
法
隆
寺
定
胤
和
上
帰
朝
二
首

定
胤
和
上
、
法
相
宗
管
長
、
深
通
唯
識
教
義
、
今
夏
応
招
臨
支
那
廬
山
仏
教
大
会
、
途
次
名
邑
大
都
、
講
述
三
性
八
識
要
旨
、
人
莫

不
嘆
服
焉
、
蓋
支
那
佛
学
者
方
今
専
研
唯
識
、
所
以
投
機
応
縁
也
、
悪
詩
故
多
用
相
宗
典
語
、
和
上
我
道
重
信
教
上
人
親
友
、
戒
律

最
厳
、
受
一
世
帰
仰

金
錫
破
禹
域
。
廬
山
復
見
遠
公
真
。
三
性
明
月
西
湖
夜
。
八
識
澄
泉
東
獄
晨
。
浄
戒
香
薫
千
界
覆
。
大
悲
華
散
一
家
春
。
頌
功
不
尽

無
詩
筆
。
黄
菊
迎
君
滌
旅
塵
。

和
平
功
業
啻
綏
紳
。
自
有
高
僧
賛
経
論
。
両
国
雲
晴
遍
計
執
。
一
誠
月
皓
実
性
輪
。
講
論
燕
市
場
文
化
。
礼
塔
金
陵
資
友
隣
。
楓
錦

満
山
迎
大
士
。
燦
然
照
映
紫
衣
身
（
渡
辺
海
旭
、『
壺
月
全
集
』
下
）。

常
日
頃
、
清
貧
、
少
欲
知
足
を
旨
と
し
、
黄
色
の
木
綿
の
衣
を
着
て
い
た
定
胤
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
の
詩
に
あ
る
よ
う
に
正
式
な
場
で
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は
紫
衣
を
着
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
定
胤
は
公
の
場
で
は
盛
装
を
エ
チ
ケ
ッ
ト
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

フ
ラ
ン
ス
の
シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
レ
ヴ
ィ
が
ネ
パ
ー
ル
の
カ
ト
マ
ン
ド
ウ
で
入
手
し
た
唯
識
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・
テ
キ
ス
ト
を
フ
ラ
ン
ス

帰
国
後
、
校
訂
出
版
す
る
や
、
渡
辺
海
旭
は
「
仏
教
梵
文
学
の
研
究
と
巨
匠
の
精
進
」
と
題
す
る
一
文
を
草
し
て
い
る
。

パ
リ
の
シ
ル
ワ
ン
レ
ヴ
ィ
教
授
は
両
三
年
前
再
び
尼
波
羅
の
首
府
、
カ
ー
ト
マ
ン
ド
ー
に
入
り
、
王
室
図
書
館
に
於
て
図
ら
ず
も
、

仏
教
学
篋
、
僅
に
五
十
葉
に
満
た
ず
と
雖
、
大
乗
仏
教
特
に
瑜
伽
仏
教
の
研
究
に
於
て
は
、
一
大
彗
星
の
光
芒
陸
離
、
突
如
、
黒
暗

の
空
中
に
出
現
し
た
り
し
に
似
て
学
界
の
驚
愕
讃
嘆
、近
時
殆
ど
之
に
集
中
し
た
る
の
観
あ
り
。吾
国
に
於
る
法
相
の
学
壇
は
論
な
し
。

特
に
最
近
支
那
に
於
て
極
盛
を
極
む
る
（
略
）
唯
識
討
究
の
一
派
は
之
が
為
に
多
大
の
刺
激
を
受
け
、
三
性
八
識
の
学
海
に
雲
濤
烟

浪
の
一
大
壮
観
を
現
し
、
延
て
は
仏
教
学
の
全
体
に
一
大
転
化
を
与
ふ
る
も
謂
ふ
に
期
待
す
る
に
難
か
ら
ざ
ら
ん
か
。

唯
識
文
献
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
本
の
発
見
は
唯
識
と
い
う
仏
教
学
の
一
部
門
は
い
う
に
及
ば
ず
、
今
後
の
仏
教
研
究
全
体
に
及
ぼ
す

影
響
は
き
わ
め
て
大
き
い
と
い
う
。

ち
な
み
に
渡
辺
は
シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
レ
ヴ
ィ
が
日
本
か
ら
帰
国
す
る
際
、
一
片
の
詩
を
贈
っ
て
い
る
。

送
禮
美
博
士
帰
佛
蘭
西

義
林
鴻
業
布
英
芬
。
唯
識
荘
厳
発
秘
文
。
緑
樹
薫
風
皈
路
泰
。
東
西
自
仰
不
窮
勳
。

渡
辺
は
レ
ヴ
ィ
に
よ
る
唯
識
の
テ
キ
ス
ト
出
版
に
つ
い
て
、
レ
ヴ
ィ
の
友
人
、
東
京
帝
大
教
授
の
高
楠
順
次
郎
に
よ
っ
て
「
遠
か
ら
ず

其
懇
切
明
快
の
紹
介
を
吾
が
仏
教
界
に
致
さ
ん
と
す
」
と
、
い
ず
れ
改
め
て
わ
が
国
に
紹
介
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
。

渡
辺
は
先
の
論
稿
「
仏
教
梵
文
学
の
研
究
と
巨
匠
の
精
進
」
で
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
に
よ
る
唯
識
文
献
、『
唯
識
三
十
頌
』『
唯
識
二
十

論
』
が
出
現
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
性
相
学
を
標
榜
す
る
伝
統
的
な
立
場
か
ら
の
反
応
が
全
く
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
暗
に
法
相

宗
、
わ
け
て
も
法
隆
寺
を
念
頭
に
置
い
た
言
説
で
あ
っ
た
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
渡
辺
海
旭
は
定
胤
の
中
国
か
ら
の
帰
国
を
讃
え
る
賛
辞
以
外
に
も
、
次
の
よ
う
な
定
胤
自
身
を
讃
え
る
詩
を
贈
っ
て
い
る
。

一
一
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和
法
隆
寺
法
主
定
胤
和
尚
詩
韻

化
洽
春
風
俗
与
僧
。
鎖
融
結
縛
固
於
氷
。
最
歓
華
甲
隆
名
刹
。
香
象
青
獅
任
所
来
。

わ
が
国
の
仏
教
界
は
新
発
見
の
原
典
類
を
学
ぶ
べ
き
と
主
張
し
た
渡
辺
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
に
定
胤
に
は
最
大
級
の
敬
意
を
表

し
て
い
る
。
渡
辺
の
人
と
な
り
は
僚
友
荻
原
雲
来
に
よ
る
と
、

君
が
一
生
を
通
じ
て
最
も
顕
著
な
る
美
徳
は
「
功
を
他
に
譲
る
」
と
云
ふ
こ
と
に
あ
り
、
隠
密
に
立
案
し
、
交
渉
し
、
助
言
し
、
画

策
し
、
指
揮
し
、
敢
て
自
ら
表
面
に
出
で
ず
、
而
し
て
成
功
の
暁
に
は
自
ら
関
与
せ
ざ
る
者
の
如
く
す
。
是
れ
実
に
君
が
性
格
の
最

も
偉
大
な
る
所
と
す
、
故
に
不
言
の
間
に
君
に
信
服
せ
る
者
甚
だ
多
し
。
こ
れ
全
く
菩
薩
の
大
行
と
言
ふ
べ
し
（『
壺
月
全
集
』）。

と
、「
功
を
他
に
譲
る
」
精
神
が
あ
っ
た
と
い
う
。
あ
る
い
は
仏
教
時
評
『
新
仏
教
』
を
主
宰
し
た
高
島
米
峰
（
一
八
七
五
―
一
九
四
九
）

に
よ
れ
ば
、

彼
は
日
本
仏
教
界
に
於
け
る
安
全
弁
で
あ
っ
た
。
寄
る
と
触
る
と
議
論
だ
ほ
れ
に
な
っ
て
、
な
に
一
つ
纏
ま
ら
な
い
。
日
本
仏
教
各

宗
の
間
に
立
っ
て
、
と
も
か
く
も
何
事
か
片
附
け
て
い
た
と
云
ふ
こ
と
は
、
真
に
渡
辺
君
の
力
で
あ
っ
た
。
彼
の
居
る
所
そ
こ
に
は

平
和
が
伴
っ
て
い
た
。
浄
土
宗
内
に
於
い
て
も
か
な
り
政
争
の
激
し
い
時
代
も
あ
っ
た
が
、
一
度
渡
辺
君
が
顔
を
出
す
時
、
そ
の
醜

い
政
争
も
平
和
な
姿
に
立
ち
か
へ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
宗
内
と
云
は
ず
、
宗
外
と
云
は
ず
日
本
仏
教
界
は
渡
辺
君
に
よ
っ
て
、
し
ば

し
ば
危
な
き
を
救
は
れ
た
と
云
ふ
て
よ
い
の
で
あ
る
（『
同
』）。

と
、
渡
辺
は
救
世
主
の
ご
と
き
存
在
と
い
う
。
の
み
な
ら
ず
、

渡
辺
君
の
性
格
は
実
に
八
面
玲
瓏
で
あ
っ
て
、全
く
敵
の
存
在
を
許
さ
な
か
っ
た
。
一
度
渡
辺
君
に
接
す
る
者
は
皆
そ
の
徳
に
服
し
、

一
度
も
渡
辺
君
に
接
せ
ず
し
て
然
も
彼
を
敬
慕
す
る
と
云
ふ
た
様
な
者
も
甚
だ
少
な
か
っ
た
こ
と
は
、
畢
竟
彼
の
八
面
玲
瓏
の
性
格

が
し
か
ら
し
め
た
も
の
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
（『
同
』）。

と
、
敵
を
作
ら
ず
思
い
や
り
の
精
神
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
渡
辺
は
伝
統
的
仏
教
学
者
定
胤
に
対
し
て
最
大
限
の
敬
意
を
払
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

一
二
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伝
統
仏
教
学
と
海
外
留
学
者

定
胤
は
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
二
月
、
東
大
に
招
か
れ
て
「
唯
識
三
類
境
」
こ
れ
は
ア
ー
ラ
ヤ
識
の
対
象
に
三
種
の
別
が
あ
る
こ

と
を
講
じ
た
。
招
聘
し
た
の
は
、
西
本
願
寺
の
学
僧
、
島
地
大
等
で
あ
り
、
友
人
の
印
度
哲
学
科
の
村
上
専
精
教
授
に
話
し
、
そ
の
よ
う

に
事
が
進
ん
だ
（
大
田
信
隆
、
前
掲
書
）。

当
時
の
東
大
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
を
卒
業
し
て
帰
国
し
た
高
楠
順
次
郎
（
一
八
六
六
―
一
九
四
五
）、
イ
ギ
リ

ス
、
ド
イ
ツ
に
留
学
し
た
木
村
泰
賢
（
一
八
八
一
―
一
九
三
〇
）、
同
じ
く
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
に
学
ん
だ
宇
井
伯
寿
（
一
八
八
二
―

一
九
六
三
）
が
教
鞭
を
と
り
、
い
ず
れ
も
イ
ン
ド
哲
学
一
般
を
視
野
に
入
れ
た
講
義
、
研
究
を
し
て
い
た
。
定
胤
の
帝
大
に
お
け
る
講
義

は
、
す
で
に
こ
う
し
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
、
パ
ー
リ
語
、
チ
ベ
ッ
ト
語
な
ど
の
原
典
を
中
心
と
し
た
仏
典
の
講
義
、
研
究
が
あ
っ
た
さ
中

の
こ
と
で
あ
る
。

定
胤
は
東
大
で
の
講
義
で
学
生
の
質
問
に
答
え
た
。

「
梵
語
に
よ
る
研
究
は
私
は
い
た
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
そ
の
道
の
専
門
の
先
生
が
お
ら
れ
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
方
に
き
か
れ

る
が
よ
ろ
し
か
ろ
う
。
そ
の
か
わ
り
、
漢
文
の
仏
典
に
つ
い
て
の
ご
質
問
は
、
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
て
も
お
受
け
し
ま
す
。」（
大
田

信
隆
、
前
掲
書
）。

こ
の
さ
り
げ
な
い
答
え
か
ら
伝
統
的
仏
教
学
と
原
典
研
究
の
す
み
わ
け
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
大
で
こ
の
講
義
を
終
え
た
ば
か
り
の
定
胤
は
い
う
。

大
学
講
義
、
段
々
進
渉
、
来
（
二
月
）
十
三
日
に
て
修
了
可
仕
候
、
二
時
間
講
義
、
一
時
間
質
問
応
答
致
候
、
諸
博
士
の
珍
奇
な
る
、

幼
稚
な
る
質
問
に
は
、
只
驚
き
居
申
候
、
唯
識
は
従
来
考
へ
居
た
る
如
き
、
単
純
な
る
も
の
に
あ
ら
ず
、
中
々
難
関
な
る
も
の
な
り

と
の
概
念
丈
与
へ
申
候
、
兎
に
角
、
何
れ
も
一
生
懸
命
に
熱
心
に
聴
講
申
居
候
（
富
貴
原
章
信
、
前
掲
論
文
）。

こ
と
唯
識
、
倶
舎
の
教
学
面
に
関
し
て
、
東
大
の
博
士
た
ち
と
い
え
ど
も
珍
問
愚
問
を
連
発
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

一
三
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さ
て
、
漢
訳
に
も
と
づ
く
伝
統
的
研
究
者
と
原
典
研
究
者
の
関
わ
り
に
つ
い
て
み
る
と
、
法
隆
寺
勧
学
院
で
学
ん
だ
人
で
あ
っ
て
も
、

洋
行
し
た
人
も
い
た
。
た
と
え
ば
浄
土
宗
の
高
畠
寛
我
は
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
レ
ヴ
ィ
の
も
と
に
留
学
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
海

外
に
留
学
後
、
日
本
古
来
の
伝
統
的
仏
教
学
を
学
ぶ
人
も
い
た
。
真
宗
高
田
派
専
修
寺
第
二
十
一
世
と
な
っ
た
常
磐
井
堯
猷
（
一
八
七
一

―
一
九
五
一
）
は
ド
イ
ツ
に
留
学
し
て
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
、
パ
ー
リ
語
、
チ
ベ
ッ
ト
語
に
よ
る
原
典
研
究
を
学
ん
だ
が
、
帰
国
後
、
同
じ

高
田
派
の
学
頭
、
加
藤
行
海
か
ら
伝
統
的
な
仏
教
学
を
学
ん
で
い
る
。
こ
の
点
は
次
の
記
述
か
ら
知
ら
れ
る
。

専
修
寺
第
二
十
一
世
住
持
職
堯
猷
上
人
が
欧
州
か
ら
帰
朝
後
、
仏
教
学
を
指
導
し
た
の
は
行
海
和
上
で
あ
っ
た
。
和
上
は
法
隆
寺
の

勧
学
院
に
招
待
さ
れ
て
、
悉
曇
の
八
転
声
を
講
義
し
た
こ
と
が
あ
る
（
生
桑
完
明
「
定
胤
長
老
の
足
跡
」）。

「
悉
曇
の
八
転
声
」
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
名
詞
、
代
名
詞
、
形
容
詞
、
数
詞
の
語
尾
に
、
格
の
異
な
る
に
し
た
が
っ
て
八
種
の
変

化
が
あ
る
こ
と
を
い
う
。

専
門
に
よ
っ
て
は
洋
行
帰
国
者
で
あ
っ
て
も
勧
学
院
出
身
者
な
ど
に
学
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
事
例
か
ら
み
る
と
、
佐
伯
定
胤
が
梵
語
に
よ
る
研
究
は
そ
の
道
の
専
門
家
に
委
ね
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
伝
統
仏
教
学
者
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学
し
た
者
と
の
間
に
あ
つ
れ
き
は
な
く
、
む
し
ろ
補
完
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
垣
間
見
ら
れ
る
。

一
四




